
算数オンライン塾 5月 30日の問題解説 
 

（1） 

B の下 10cm の容積は 10×15×20＝3000cm3 ですから、同じ水量が A にも入

ります。A の下 10cm の底面積は 25×20＝500cm2 ですから、 

3000÷500＝6cm 

（答え）6cm 

（2） 

A が満水になったあと、1 分後に B が満水になったので、B の方が 1200cm3 多い

ことになります。全体の容積は 40×20×30＝24000cm3 ですから、 

A の容積は（24000－1200）÷2＝11400cm3＝11.4L です。 

（答え）11.4L 

（3）A の上の 20cm の底面積は（11400－25×20×10）÷20＝320cm2 です

から、B の上の 20cm の底面積は 40×20—320＝480cm2 です。 

A の下 10cm に入る体積は 25×20×10＝5000cm3 です。 

B の下の方は 3000cm3 ですから、上に 2000cm3 上がっているので、 

2000÷480＝4
ଵ


cm ですから、14

ଵ


cm 

（答え）14
ଵ


cm 

（4）A が下 10cm のところまでくると、差は 4
ଵ


cm です。 

1200cm3 の水について A の上 20cm は、毎分 1200÷320＝3
ଷ

ସ
cm ずつ水は上が

り、B は 1200÷480＝2.5cm ずつ上がるので 4
ଵ


÷（3.75－2.5）＝

ଶହ


÷

ହ

ସ
＝3

ଵ

ଷ
分

＝3 分 20 秒。A が下 10cm まで来るのは 25×20×10÷1200＝4
ଵ


分＝4 分 10

秒から、7 分 30 秒後 

（答え）7 分 30 秒後 

5） 

XY を軸にして 45 度回転させると、 

右図で A に入る水は 20×20÷2×16＝

3200cm3 少なくなるので、 

11400－3200＝8200 から 

8200÷1200＝6 分 50 秒 

B に入る水は 20×20÷2×24＝4800cm3 

少なくなるので 

12600－4800＝7800 から 

7800÷1200＝6 分 30 秒 

したがって B の方が 20 秒早くこぼれ始めます。 

（答え）B が 20 秒早くこぼれ始める 

 


